









む広範的な概念である （Diner et al, 1999）。幸福感に対す
る介入法は，文化の影響を受けており，東アジアでは他者
との関わりの中で定義される傾向があることが明らかに




















方法:大学生289名 （男性 : 135名，女性 : 145名，不明 : ９名，
































　また，Rash et al. （2011） から，主観的幸福感が低い者
の方がより感謝介入法の効果が現れると示唆されているた
め，プレテストで主観的幸福感得点が協力者の平均点（42
点）よりも低い研究協力者14名 （男性：９名，女性５名；
豊かな感情体験＋感謝介入法群６名，ポジティブ感情体験
＋感謝介入法群４名，対照群４名；平均年齢21.29±2.13歳） 
を対象として分析を行った。その結果，豊かな感情体験＋
感謝介入法群の生活満足度の得点は，プレテストからポス
トテスト，中間テストからポストテストにかけて有意に増
加した。豊かな感情体験+感謝介入法群の主観的幸福感は
プレテストからポストテストにかけて有意に増加し，中間
テストからポストテストにかけての増加が有意傾向で示さ
れた。
　以上の結果から，豊かな感情体験を踏まえた感謝介入法
の効果に関して効果が一部示された。
【総合考察】
　本邦においては，豊かな感情体験に焦点をあてた感謝介
入法が主観的幸福感の向上に有効であることが示唆された。
